
平成　　　年　　　月
株式会社　マイクロエース

製品の仕様・価格・発売時期は予告なく変更する事がありますので、予めご了承願います。

商品形態 Nゲージ塗装済完成品　（素材：ABS樹脂製　対象年齢：8歳以上　ブックケース入り）

実車

商品概要 ・マイクロエース 気動車シリーズの更なる充実。
・九州を走る異端児、展望室付キハ183系1000番台をプラ製初製品化。
・車番、各種標記、JRマーク等を印刷。
・座席には座席カバーを表現。
・先頭車前面には双頭連結器型のダミーカプラーを取り付け。
・ヘッドライト、テールライト点灯。

A8246 ・キハ183系1000番台の4連化直後の姿を再現するセット。
・赤、白、青の塗装を忠実に再現。
・細部をA8259とは作り分け。
　　先頭車ベンチレータは2個装備。
　　キハ182-1001の屋根上水タンクは大型・原型。
　　各ボディ共原型仕様。
　　台車は黒色、床下機器は灰色。
・編成表

JR九州商品化申請中

A8259 ・九州新幹線開業に合わせて2004年3月に登場した「ゆふDX」を再現するセット。
・ボディ、屋根上機器は古代漆色。
・細部をA8259とは作り分け。
　　先頭車ベンチレータの内、運転台側の1個を撤去。
　　屋根上水タンクが撤去されたキハ182-1001。
　　キハ183-1002は一部の窓が埋められた仕様。
　　キハ182-1001には小窓が追加。
　　台車、床下機器共に灰色。
・編成表

JR九州商品化申請中

A8259

キハ183-1000番台は、オランダ国旗を表した赤･白･青の3色塗装で小倉～佐世保間を結ぶ「オランダ村特急」と
して1988年3月に登場しました。車体は先頭部に展望室を設け、運転室を2階に上げたタイプです。車両の性能
はＪＲ北海道キハ183-500番台を基本とし、485系電車との動力協調運転が可能な点が最大の特徴でした。1992
年に「ゆふいんの森」増発用に、塗装変更と車内設備の改装が行われました。1999年にキハ72系「新ゆふいん
の森」が投入されると、今度は大村線の特急「シーボルト」へ転用され、再び赤･白･青の3色になりました。さらに
は2004年3月からは古代漆色をまとった「ゆふＤＸ」となって再び久大本線運用に復帰することとなりました。

キハ183系1000番台　特急「ゆふDＸ」　4両セット
予価:14,500円(税別)
JANｺｰﾄﾞ:111017 ｶｰﾄﾝ内入数:12

A8246 A8259

MICRO ACEの新製品
鉄道模型マイクロエース

予価:14,500円(税別)
JANｺｰﾄﾞ:111000 ｶｰﾄﾝ内入数:12

A8246 キハ183系1000番台「オランダ村特急」　4両セット

←早岐 門司港・佐世保→
4号車 3号車 2号車 1号車

キハ183-1001 キハ182-1001 キハ182-1002 キハ183-1002
ライト モーター ライト

←別府・大分 博多→
A8247 1号車 2号車 3号車 4号車

キハ183-1001 キハ182-1001 キハ182-1002 キハ183-1002
ライト モーター ライト


